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木育キャラバン

地域おこし協力隊体験記

第３回つつじフォトコンテスト

国保税が改正されました

平成２9年７月１日

№６４４

プール気持ちいい！
 塙幼稚園のプール開きが、６⽉２３⽇（⾦）に
B&G海洋センターで⾏われました。待ちに待っ
たプールシーズンの到来で、園児たちは、今年
初のプールに⼤はしゃぎ。ルールを守って、元
気に⽔遊びをしていました。



木の大切さ、温もり
を感じられる大人に
なって欲しい

認定ＮＰＯ法人
芸術と遊び創造協会
グッド・トイ キャラバン
総合ディレクター／座長

曽我部 晃さん

 ⽊のおもちゃの魅⼒は、形や感触を感じることができ、
とても⾹りが良いことですね。隣の⼦どもたちが、どうい
う遊びをしているのか分かることもいいことで、⾃分が興
味のある遊びに参加しやすいです。遊び⽅のバリエーショ
ンがとても豊富で、コンピューターゲームには無い楽しみ
だと思います。⼦どもの時から⽊と触れ合うことで、⼤⼈
になっても「⽊の⼤切さや温もり」を感じられる⼤⼈になっ
て欲しいです。私たちの団体は９年⽬の活動となりました
が、全国でも「⽊のおもちゃを作りたい」という声が増え
てきました。これからも⽇本に根付く⽊の⽂化を⼤切にし
て、皆さまのお⼿伝いをしていきたいと思います。

 家族に⽊育キャラバンのことを教えてもらって、
遊びに来ました。普段は、ゲームなどで遊ぶことが
多くて、⽊のおもちゃで遊ぶことは、ほとんどなかっ
たです。実際に遊んでみるととても新鮮で、めちゃ
くちゃ楽しいです。来年はもっとたくさんの友達と
遊びに来たいです。

めちゃくちゃ楽しい　来年もまた来たい

（左）⼾井⽥康
㔓㔄㔛㔂

聖くん
        （台宿）

（右）⻑島 來
㕉 㔂

威くん
       （上⽯井）

（左）猪俣 美
㔿 㔎

珀ちゃん

（右）猪俣琥
㔓 㔟 㕍 㔄

太郎くん
         （⽩河市）

 友⼈から連絡があって、塙の⽊
育キャラバンに遊びに来ました。
⼦どもたちは、ブロックなどのお
もちゃで遊ぶことはありました
が、「⽊」のおもちゃで遊ぶこと
はほとんどありませんでした。⽊
は、⼿触りや⾳がとても良いです
ね。⼦どもたちも普段とは違う遊
びができて、とても楽しそうで良
かったです。来年もまたぜひ開催
してほしいです。（⺟コメント）

来年もぜひ開催してほしい

遊び方は豊富にあります ボールプールで一休み

親子での楽しいひととき芸術的な作品が完成

木って気持ちいいね どこまでいけるかな手を目いっぱい伸ばして自分よりも高く

Wood Start
遊ぶ喜びと ⽊の温もりが 

⼦どもたちの⼼を豊かにする

木育キャラバン
　inはなわ 今年で２回⽬となった「⽊育キャラ

バン in はなわ（塙町主催／東京おもち
ゃ美術館協⼒）」が、６⽉３⽇（⼟）・
４⽇（⽇）に塙町営体育館柔剣道場で開催され、町内外から
のべ１，５００⼈が来場しました。
 会場には「⽊の町はなわ」を象徴するように、約２５０種
類ものおもちゃが集合しました。来場した⼦どもたちは、⽊
の感触や⾳、遊び⽅の豊富さなどを感じながら、思い思いの
おもちゃを⼿に、楽しく遊び、⽊の温もりに触れていました。
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木の音って素敵だね

多くの人が来場しました小さなお子さんも木のおもちゃに夢中
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100 歳長寿 
八幡 英至さん（片貝）に知事祝状

知事祝状が贈呈されました

祝

 

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
住
む
⼤
切
な
家
を
守
る
た
め
、﹁
耐

震
診
断
﹂・﹁
耐
震
改
修
﹂
な
ど
に
補
助
を
⾏
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
⽤
く
だ
さ
い
。

■
対
象
住
宅

　

町
内
に
存
在
す
る
木
造
住
宅
で
、

以
下
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

① 

所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅

② 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　

工
さ
れ
た
住
宅

③ 

在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法

　

お
よ
び
枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ

　

る
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

④ 

過
去
に
本
事
業
に
よ
る
耐
震
診

　

断
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

■
申
し
込
み
期
限

　

平
成
29
年
10
月
31
日
（
火
）

■
診
断
費
用
（
個
人
負
担
）

　

住
宅
の
大
き
さ
や
条
件
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。（
例
　

１
５
０
㎡
、

図
面
な
し
の
場
合
は
、
約
18
万
円
が

か
か
り
ま
す
が
、
15
万
４
千
円
ま
で

は
、
町
が
負
担
し
ま
す
。）

■
そ
の
他

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
建
築

年
次
の
古
い
順
、
お
よ
び
必
要
と
考

え
る
木
造
住
宅
を
優
先
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
整
備
課
　

ま
ち
管
理
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
７

■
対
象
住
宅

　

町
内
に
存
在
す
る
木
造
住
宅
で
、

以
下
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

① 

所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅

② 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　

工
さ
れ
た
住
宅

③ 

在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法

　

お
よ
び
枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ

　

る
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

④ 

耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
そ

　

の
基
準
未
満
の
住
宅

⑤ 

補
助
金
交
付
決
定
年
度
に
、
耐

　

震
改
修
工
事
が
完
了
す
る
も
の

■
申
し
込
み
期
限

　

平
成
29
年
７
月
31
日
（
月
）

　

※
先
着
順
で
す

■
支
援
内
容

　

改
修
費
用
が
、
一
般
・
簡
易
・

部
分
に
応
じ
て
、
60
万
円
か
ら

１
０
０
万
円
を
上
限
と
し
て
、
工
事

費
用
の
２
分
の
１
以
内

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
整
備
課
　

ま
ち
管
理
係

　

☎
（
４
３
）
２
１
１
７

耐
震
診
断
者
派
遣

耐
震
改
修
⽀
援

希子
のはなわ体験記明有

村
Arimura Akiko

 ⿅児島県出⾝。東京都町⽥市のダ
リア園でダリアの魅⼒に触れ、塙町
地域おこし協⼒隊となる。趣味は温
泉めぐりと美術鑑賞。

有村明希子さん（ありむら・あきこ）

地域おこし協力隊通信

　

塙
町
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
有
村
で

す
。
６
月
に
入
り
、
私
も
塙
町
に

来
て
早
く
も
半
年
が
経
ち
ま
し

た
。毎
日
が
と
て
も
楽
し
く
、あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
半

年
で
し
た
。
そ
し
て
、
大
変
幸
せ

な
こ
と
に
、
塙
町
で
は
た
く
さ
ん

の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
知
り

合
い
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
、
今
で
は
多
く
の
方
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り

て
、
こ
の
半
年
で
新
し
く
出
会
え

た
塙
町
の
方
々
に
、
心
か
ら
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。

　

出
会
い
と
い
え
ば
塙
町
で
は

「
人
」
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
「
出

会
い
」が
あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
、

一
番
は
お
い
し
い
食
べ
物
で
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
山
菜
を
食
べ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ワ
ラ
ビ
な
ど
の
お
い
し
さ
に
は
感

動
し
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
お

米
で
す
。
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
た

お
米
は
、温
か
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、

冷
え
て
も
お
い
し
く
て
、
一
回
り

大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
終
的
に
「
食
」
の
話
に
行
き
つ

い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
や
は
り

一
番
の
出
会
い
は
、
栽
培
真
っ
最

中
の
ダ
リ
ア
で
す
。

　

６
月
に
入
り
、
作
業
も
大
詰
め

に
入
り
ま
し
た
。
毎
日
ダ
リ
ア
の
観

察
や
ネ
ッ
ト
張
り
、
草
む
し
り
を
し

な
が
ら
ダ
リ
ア
の
生
育
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。
ダ
リ
ア
の
た
め
な
ら
、

嫌
い
な
虫
や
疲
れ
る
草
む
し
り
も

苦
に
な
り
ま
せ
ん
！

と
い
う
勢
い

で
毎
日
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
（
笑
）。

　

先
日
、
ダ
リ
ア
１
号
が
咲
き
ま

し
た
。
ピ
ン
ク
色
の
と
て
も
か
わ

い
ら
し
い
花
で
し
た
。
や
は
り
花

が
咲
く
と
、
と
て
も
嬉
し
く
、
さ

ら
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
や
る
気
が

出
て
き
ま
す
。
花
の
持
つ
パ
ワ
ー

は
す
ご
い
で
す
ね
！ 

　

台
宿
の
ほ
場
で
は
、
７
月
上
旬

ご
ろ
に
、
多
く
の
ダ
リ
ア
が
咲
く

予
定
で
す
。
近
く
に
お
立
ち
寄
り

の
際
は
、
ぜ
ひ
、
き
れ
い
な
ダ
リ

ア
を
見
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
出
会
い
に
感
謝

花が咲くととても嬉しく、花の持つパワーを実感しました

ダ
リ
ア
の
た
め
な
ら
頑
張
れ
る

　５月 29 日（月）に満 100 歳の誕

生日を迎えた八幡英至さん（片貝）

への祝状および記念品の贈呈式が、

６月４日（日）に八幡さんの自宅で

行われました。

　贈呈式では、県南保健福祉事務所

から、県知事の祝状と記念品が贈呈

され、宮田秀利町長が、町からの祝

状と祝金および記念品、町社会福祉

協議会からの記念品を贈呈しまし

た。また、長女の高村セツさん（東

京都）、孫の寺島雅子さん（矢祭町）

から花束が贈呈され、長男の八幡好

壽さんが謝辞を述べました。

　八幡さんは、100 歳を迎えた現在

でも、ショートステイを利用しなが

ら自宅で元気に生活しています。

　これからもお体に気を付けて、元

気にお過ごしください。

⼋幡英⾄さん（⽚⾙）
※上写真前列左から２番⽬

 ⻑寿の秘訣は、好き嫌いなく、
３⾷⽋かさずに⾷べ、１０時と３
時には必ずお茶を飲むこと。
 「⾷は命」がモットー。⼦ど
も４⼈、孫８⼈、ひ孫１１⼈に恵
まれ、⾃宅で元気に⽣活。

■好き嫌いなく元気に生活

：
４2017－7広報５ 2017－7 広報
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水とくらす
—清潔で住みよい環境のまちづくり—

　町では、次世代に引き継ぐ住みよい環境のまち

づくりを目指し、公共下水道および農業集落排水

を整備しています。整備区域内で未接続の方は、

早期接続をお願いします。

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
水
」

は
、
川
や
海
か
ら
蒸
発
し
た
水
分
が
雲
と

な
り
、
雨
や
雪
に
な
っ
て
降
り
そ
そ
ぐ
と

い
う
よ
う
に
循
環
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
循
環
の
な
か
で
、「
下
水
道
」
は

一
度
使
わ
れ
た
「
水
」
を
き
れ
い
に
し
て

か
ら
川
や
海
へ
戻
す
と
い
う
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
水
環
境
と
快
適
な
生
活
を
守
る

た
め
に
は
、
下
水
道
の
整
備
と
適
切
な
利

用
が
必
要
で
す
。

　

下
水
道
事
業
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、
塙
町
で
は
、
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
事
業
と
農
業
集
落
排
水

処
理
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
下
表
の
施
設

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
以
外
で
は
、

合
併
浄
化
槽
の
設
置
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
末
現
在
の
、
公
共
下
水

道
の
接
続
率
は
73
％
、
農
業
集
落
排
水
の

加
入
率
は
84
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下
水

道
に
接
続
す
る
こ
と
で
、
水
洗
ト
イ
レ
の

使
用
が
可
能
に
な
り
、
水
路
や
側
溝
の
悪

臭
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
公

共
下
水
道
の
地
域
で
は
、
供
用
開
始
か
ら

遅
滞
な
く
接
続
す
る
こ
と
が
下
水
道
法
に

よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
区
域
内

で
ま
だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
期

に
接
続
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
の
加
入
時
に
分
担
金
が

か
か
り
ま
す
。
下
水
道
受
益
者
負
担
金
に

つ
い
て
は
、
対
象
地
域
の
方
に
は
す
で
に

納
付
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
供

用
開
始
エ
リ
ア
に
な
っ
た
と
き
に
は
賦
課

さ
れ
ま
す
。

　

使
用
料
は
、
下
水
道
使
用
料
の
場
合
、

町
水
道
を
使
用
し
て
い
る
世
帯
で
は
、「
使

用
水
量
」
で
、
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る

世
帯
で
は
「
人
数
」
で
算
定
し
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
使
用
料
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
「
世
帯
人
数
」
で
算
定
し
ま

す
。
使
用
料
の
納
付
は
２
カ
月
ご
と
（
奇

数
月
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
農
業
集
落

排
水
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
１
年
分
の
一

括
払
い
が
可
能
と
な
っ
て
い
て
、
割
り
引

き
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

水
に
溶
け
な
い
紙
や
異
物
、ガ
ソ
リ
ン
・

油
な
ど
の
危
険
物
は
、
下
水
道
管
の
つ
ま

り
や
処
理
施
設
の
機
能
低
下
の
原
因
に
な

り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
調
理
後
の
フ
ラ
イ
パ
ン
や
皿
に
つ

い
た
油
汚
れ
は
、
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
は
み
ん
な
で
使
用
す
る
公
共
の
施

設
で
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

「
宅
地
内
の
下
水
管
の
点
検
に
来
ま
し
た
」

な
ど
と
紛
ら
わ
し
い
言
葉
を
使
用
し
、
強
引

な
営
業
活
動
を
行
う
業
者
な
ど
の
情
報
が
あ

り
ま
す
。
町
で
は
、
そ
の
よ
う
な
点
検
な
ど

の
委
託
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

快
適
な
生
活
と
環
境
の
た
め
に

塙
町
の
下
水
道
事
業

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ
の

接
続
を

マ
ナ
ー
を
守
り
正
し
い
利
用
を

融資や補助をご利用ください

 下⽔道に接続する排⽔設備⼯事に対
する融資あっせん制度があります。今
年度から対象を、公共下⽔道に接続す
る⽅ ( 昨年度までは供⽤開始から３年
以内 )、農業集落排⽔に接続する⽅に
拡⼤しました。上限は 80 万円で、利
⼦を町が補給します。⼯事（※）の契
約前にご相談ください。
 また、下⽔道整備区域外で合併浄化
槽を設置する⽅には、補助⾦を交付し
ていますので、ぜひご利⽤ください。

※⽔洗便所にする⼯事やし尿浄化
槽を廃⽌して、公共下⽔道や農業
集落排⽔施設に接続させる⼯事の
ことで、これと連携する他の汚⽔
管の⼯事を併せて実施する場合を
含みます。

加
入
金
お
よ
び
使
用
料

■問い合わせ

　生活環境課上下水道係・施設係　

　☎４３―２１４８

悪
徳
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

■下水道の主な施設

事　業 処 理 施 設 対 象 地 域 供用開始時期

特定環境保全
公共下水道事業

塙浄化センター
大字塙、上渋井、竹之内、

上石井 ( 一部を除く)
平成 15 年

農業集落排水
処 理 事 業

台宿地区処理施設 大字台宿 ( 一部を除く) 平成 2 年

北野地区処理施設 大字常世北野 平成 10 年

伊香地区処理施設 大字伊香 平成 14 年

川上地区処理施設
大字川上 ( 一部を除く)、

森ノ根
平成 21 年



広報 ８2017－7広報９ 2017－7

　黒とオレンジと白の３色のみで描か
れた、かわいい女の子とかわいいおば
けのかわいい絵本です。話のテンポも
良いのでとても楽しいです。同じ作者
の「よるのとしょかん」もおすすめで
す。

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
今
月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予

約
も
で
き
ま
す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

お
ば
け
の
本

７月の
テーマ

「おばけやしきに
おひっこし」

カズノ・コハラ／作
石津 ちひろ／訳
（光村教育図書）

●ものがたり

 

図書館情
報

新 刊 案 内

「犬たちへの詫び状」

佐藤 愛子／著
（PHP 研究所）

　あなたにとって理想の犬とは。
「犬は犬らしく」を信条の佐藤家
における、愛犬家が読んだらハラ
ハラドキドキの痛快エッセイ集で
す。

　

皆
さ
ん
、
５
年
後
の
自
分
を
想
像
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
研
修
会
で
は
「
時
間
に
ゆ

と
り
が
で
き
て
、楽
し
い
時
間
が
増
え
る
」

「
目
や
姿
勢
が
悪
く
な
る
」「
今
と
変
わ
ら

な
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

で
は
、
５
年
後
も
今
の
健
康
状
態
を
維

持
す
る
た
め
に
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
。推
進
員
か
ら
は「
適

度
な
運
動
で
体
力
を
つ
け
る
」「
減
塩
し
、

何
で
も
食
べ
る
」「
趣
味
を
持
つ
」「
お
し
ゃ

れ
を
す
る
」「
外
出
し
て
、
仲
間
と
笑
う
」

な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
診
は
、一
体
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
、

改
め
て
考
え
ま
し
た
。「
健
診
を
受
け
る

の
は
当
た
り
前
」「
長
生
き
し
た
い
か
ら
」

「
病
気
を
早
く
見
つ
け
て
早
く
治
し
た
い
」

な
ど
の
意
見
が
あ
る
一
方
、「
自
分
は
健

康
だ
か
ら
大
丈
夫
」「
結
果
を
聞
く
の
が

怖
い
」「
受
け
方
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、

人
に
よ
っ
て
健
診
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の

違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今

回
の
研
修
で
、

健
診
は
自
分
の

健
康
状
態
を
確

か
め
、「
将
来

の
な
り
た
い
自

分
」
に
な
る
た

め
に
大
切
な
こ

と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
推
進
員
は
、
今
回
学
ん
だ
こ

と
を
各
地
区
で
の
活
動
に
生
か
し
ま
す
。

　

保
健
推
進
員
３
年
目
の
活
動
目
標
は

「
地
区
で
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
」
で

す
。
推
進
員
は
、
健
診
の
声
か
け
や
、
各

地
区
の
い
き
い
き
教
室
、
サ
ロ
ン
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
行
政
区
長
さ
ん

や
地
区
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、
地
区
の

健
康
づ
く
り
を
、よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
　

　

健
康
福
祉
課
　

健
康
推
進
係

　
　
　
　

☎
（
４
３
）２
１
１
５

◆
各
地
区
で
の
活
動
を
さ
ら
に
活
発
に

なぜ健診が必要か　改めて考える
健康推進だより ㉔

◆
５
年
後
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と

◆
何
の
た
め
に
健
診
を
受
け
る
の
か

■開館時間 ⽕曜⽇から⼟曜⽇・・・午前１０時から午後７時まで
      ⽇曜⽇・祝⽇  ・・・午前１０時から午後５時まで
■休 館 ⽇ ３⽇（⽉）・１０⽇（⽉）・１８⽇（⽕）・２４⽇（⽉）・３１⽇（⽉）

【図書館の開館・休館情報（７⽉）】

第
３
回

つ
つ
じ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
作
品

◆塙町観光協会会長賞　鈴木恵子さん（矢祭町）「霧が晴れる」

◆福島民報社賞　
　熊田裕子さん（矢祭町）「朱色の招待状」

◆審査員特別賞　鈴木浩二さん（須賀川市）「朱色のトンネル」

◆福島民友新聞社賞　
　遠藤清作さん（いわき市）「素敵ね！」

塙
町
観
光
協
会
会
長
賞
は

鈴
木
恵
子
さ
ん（
矢
祭
町
）

　

今
年
で
第
３
回
目
と
な
っ
た
「
つ
つ

じ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」の
審
査
会
が
、

６
月
22
日
（
木
）
に
塙
農
村
勤
労
福
祉

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
品
は
、
町

内
外
か
ら
53
人
、
合
計
１
５
０
点
の
応

募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
掲

載
の
作
品
が
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

（
そ
の
他
入
選
な
ど
９
点
）。

　

な
お
、受
賞
作
品
を
含
む
全
作
品
は
、

道
の
駅
は
な
わ
、
塙
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
に
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

第
１
回
保
健
推
進
員
研
修
会
が
、
５
月

31
日
（
水
）
に
塙
町
防
災
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の

研
修
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
「
健
診
を
受

け
て
も
ら
う
た
め
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
健

診
の
重
要
性
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

将来の自分のために

研修会では活発な意見が交わされました
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表１　国民健康保険の税率改正内容

区　　分 改正後
平成29年度

改正前
平成28年度 増　減

医療分
（0～74歳）

所 得 割 4.39% 5.10% ▲ 0.71%
資 産 割 27.91% 30.17% ▲ 2.26%
均 等 割 18,700 円 21,400 円 ▲ 2,700 円
平 等 割 14,000 円 16,200 円 ▲ 2,200 円
賦課限度 540,000 円 540,000 円 ー

後期高齢者
支 援 金 分
（0～74歳）

所 得 割 1.95% 1.68% 0.27%
資 産 割 12.15% 9.74% 2.41%
均 等 割 8,100 円 7,200 円 900 円
平 等 割 6,100 円 5,500 円 600 円
賦課限度 190,000 円 190,000 円 ー

介　護　分
(40～64歳）

所 得 割 1.67% 1.49% 0.18%
資 産 割 14.82% 11.99% 2.83%
均 等 割 10,100 円 9,100 円 1,000 円
平 等 割 5,600 円 5,100 円 500 円
賦課限度 160,000 円 160,000 円 ー

賦課限度額合計 890,000 円 890,000 円 ー

◇所　得　割……前年中（平成28年中）の所得に応じて算定します
◇資　産　割……固定資産税額に応じて算定します
◇均 等 割 額……世帯の加入者数に応じて算定します
◇平 等 割 額……各世帯に同額を割り当て
◇賦課限度額……課税される上限額です

【用語解説】

　

国
保
税
は
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
が
納

め
ま
す
。
世
帯
主
が
国
保
の
加
入
者
で
な

く
て
も
（
職
場
の
社
会
保
険
な
ど
）、
世

帯
の
中
に
国
保
の
加
入
者
が
い
れ
ば
、
保

険
税
納
付
の
義
務
は
世
帯
主
に
あ
り
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
方
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
医
療
制
度

に
伴
い
、
医
療
分
の
ほ
か
に
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
も
納
付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
40
歳
～
64
歳
の
国
保
加

入
者
が
納
め
る
国
保
税
に
は
、
医
療
分
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
ほ
か
に
介
護
分

（
介
護
保
険
料
）
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
納
期
限
】

　

納
期
限
は
、
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で

の
８
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
４
月
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で
の
保
険

税
を
納
付
し
ま
す
が
、
年
度
の
途
中
で

加
入
・
脱
退
し
た
場
合
は
、
税
額
を
再
計

算
し
ま
す
。

■
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
国
保
係

　

☎（
４
３
）２
１
１
５

■
納
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
収
納
係

　

☎（
４
３
）２
１
１
３

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

日
常
生
活
す
る
中
で
、
い
つ
、
ど
こ
で

大
き
な
病
気
や
事
故
に
遭
う
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
国
保
は
、
そ
の
よ
う
な
万
一
の
場

合
に
備
え
た
制
度
で
す
。
加
入
者
の
皆
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
に
応
じ
た
保
険
税

を
負
担
す
る
こ
と
で
、
万
一
の
場
合
に
経

済
的
な
負
担
が
軽
く
済
む
よ
う
に
支
え
合

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
加
入
者
の
医
療
費
は
、
患
者
負
担

と
し
て
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
お

金
の
ほ
か
、
次
の
財
源
か
ら
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。

①
　

国
、
県
か
ら
の
補
助
金
や
町
の
負
担
金

②
　

国
保
連
合
会
か
ら
の
交
付
金

③
　

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら

　

の
交
付
金

④
　

世
帯
の
人
数
や
所
得
、
固
定
資
産
税

　

額
、
町
全
体
の
国
保
加
入
世
帯
数
な
ど

　

に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
国
保
税

　

国
保
税
は
医
療
費
全
体
の
約
２
割
を
占

め
て
い
て
、
医
療
費
の
支
払
い
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
大
切
な
財
源
で
す
。

　

加
入
者
世
帯
の
国
保
税
額
は
、
予
測
さ

れ
る
本
年
度
の
医
療
費
か
ら
、
①
お
よ
び

②
・
③
を
差
し
引
い
た
金
額
を
も
と
に
、

算
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
29
年
度
国
保
税
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、【
表
１
】
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　国民健康保険加入者１人当たりの医療費の推
移をみると、被保険者数および加入世帯数は減
少しているものの、昨年の１人当たりの医療
費は、285,968 円と前年比約 5.85% 増加して
おります。平成 28 年度末の町の国保加入者は
1,336 世帯（前年比▲ 40 世帯）、2,336 人（前
年比▲ 106 人）となっています。
　医療費と保険税は表裏の関係で、全体の医療
費が増えれば保険税も増えることになります。
町民の皆さんが健康であることが、医療費と国
保税の節減につながるといえます。

後
期
高
齢
者
支
援
金
も

含
ま
れ
て
い
ま
す

保
険
税
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

1 人当たりの医療費は
昨年より増加しています

国民健康保険被保険者　１人当たり医療費の状況

み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度

「
国
民
健
康
保
険
」

医
療
費
は
国
保
税
な
ど
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す

国
保
税
は
世
帯
主
が

納
め
ま
す

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

26年度 27年度 28年度

（単位：円）

252,958
270,175

表２　国民健康保険税の納付時期

４月５月６月７月８月 9月 10月11月12月１月２月３月

普通徴収者
（納付書払い　　
または口座振替）

― ― ― １期２期３期４期５期６期７期８期 ―

特別徴収者
（年金から天引き） ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ―

（
国
民
健
康
保
険
）

26年度 27年度 28年度

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

　

町
で
は
、
国
保
制
度
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
国
保
税
を
見
直

し
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
納
税
通
知
書
は
７
月
14
日
（
金
）
に
発
送
す
る
予
定

で
す
。
国
保
税
の
所
得
割
の
額
は
、
前
年
の
所
得
を
基
に
計
算
さ
れ
ま
す
。
正
し
い
所
得
申
告
を
し
な
い
と
、
給

付
が
き
ち
ん
と
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）】

　

次
の
３
つ
全
て
に
当
て
は
ま
る
世
帯

は
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別

徴
収
）
し
て
保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
（
表
２
参
照
）。

・
世
帯
主
が
65
歳
か
ら
74
歳
で
国
保
の
加

　

入
者
で
あ
る
こ
と

・
世
帯
内
で
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
全

　

員
が
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
で
あ
る
こ
と

・
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年
額

　

が
18
万
円
以
上
で
あ
り
、
国
保
税
と
介

　

護
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
、
世
帯
主

　

の
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
こ
と

【
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保

険
税
を
毎
回
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
ま

す
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
を
す
る
こ
と
も
な

い
の
で
安
心
で
す
。
一
度
手
続
き
を
す
る

と
、
毎
年
継
続
さ
れ
ま
す
。
安
心
・
便
利

な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
指
定
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

運動を心がけ健康的な生活を

285,968



は
な
わ
探
検
隊
第
２
回
活
動
が
、
６
月
10
日

（
土
）
に
福
島
空
港
と
ム
シ
テ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
で

行
わ
れ
、
46
人
の
隊
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
高
校
生

25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
福
島
空
港
の
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
で
は
、
燃
料
補
給
や
荷
物
の
積
み
込
み
を
見

学
後
、
札
幌
便
の
離
陸
を
見
送
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
空
港
消
防
本
部
を
見
学
し
、
大
型
特
殊
消
防

自
動
車
に
探
検
隊
全
員
が
体
験
乗
車
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ム
シ
テ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
ス
ト
ロ

ー
飛
行
機
の
工
作
や
、
植
物
の
葉
の
形
を
紫
外
線

で
焼
き
付
け
る
『
か
げ
か
げ
プ
リ
ン
ト
』
と
い
う

日
光
写
真
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

塙
町
公
民
館
台
宿
分
館
で
、
塙
小
学
校
の

児
童
を
対
象
に
、
月
２
回
開
催
し
て
い
る
塙

子
ど
も
教
室
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

と
看
板
作

り
を
行
い

ま
し
た
。

　

太
陽
の

光
を
い
っ

ぱ
い
浴
び

て
大
き
く

な
っ
た
サ

ツ
マ
イ
モ

は
、
自
分

た
ち
の
手

で
秋
に
収

穫
す
る
予

定
で
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室

サ
ツ
マ
イ
モ
苗
植
え
＆
看
板
作
り

　7 月のなかよしルームは「子育て講話」です。人生経験豊富な講

師の方のお話を聞いて、子育ての参考にしてみませんか？

 ７月のなかよしルーム参加者募集♪

～♬～♪～♭～♬～♪～♬～♪～♬～♪～♭～♬～♪～♭～♬～♪～

　なかよしルームは、0 歳から幼稚園入園前のお子さんとその保護者

を対象にした子育て講座です。子育て中の皆さんで交流し、情報交換

やお友だちの輪を広げる場としてご活用ください。お母さんだけでな

く、お父さんやおじいちゃん、おばあちゃんの参加も大歓迎です！

～♬～♪～♭～♬～♪～♬～♪～♬～♪～♭～♬～♪～♭～♬～♪～

日　　時：7 月 21 日（金）
　　　　　午前 10 時 00 分から午前 11 時 30 分
場　　所：塙町公民館　2 階和室
講　　師：カウンセラー 金澤弘子さん
費　　用：無料
持 ち 物：おやつ・飲み物
問合わせ：塙町公民館 ☎ 43―0320 

　

６
月
16
日
（
金
）
の
『
陶
芸
教

室
～
ど
ん
な
芸
術
作
品
が
で
き
る

か
な
？
～
』
に
は
、
５
家
族
11
人

が
参
加
し
、
公
民
館
２
階
の
和
室

で
、「
塙
の
花
火
」
を
テ
ー
マ
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ボ
ウ
ル
を
製
作
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
親
子
は
、
タ

オ
ル
や
色
粘
土
で
模
様
を
つ
け
な

が
ら
、
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
器

を
作
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

６
月
の
な
か
よ
し
ル
ー
ム

～塙町生涯学習だより～　７月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

飛行機と消防自動車を見学したあと、ムシテックで遊んだよ♪

は
な
わ
探
検
隊
第
２
回
活
動

福
島
空
港･

ム
シ
テ
ッ
ク
探
検

マナ ビイ
問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０
　平成 29 年度の総会が 6 月 10 日 ( 土 )、塙町公民館 第 2 会議室で開催されました。前年度の事業報告・

収支決算報告の承認後、今年度の 13 事業と短期 5 事業計画案、および収支予算案が承認されました。

この夏、4日間の短期教室でプール ･水泳を好きになろう♪

期　間：7 月 24・31 日  8 月 7・21 日　各回とも月曜日

会　場：B&G 海洋センター

　塙キッズクラブは毎週月曜開催です。入会希望の方は、はな

わスポーツクラブにご連絡ください。　☎５７－６５８９

　6 月 18 日 ( 日 )、塙町営体育館で塙町 8 チーム、白河市 1 チ

ーム、鏡石町 1 チーム、平田村 2 チームの合計 12 チームが参

加し、大会が開催されました。結果は以下のとおりです。

　優　勝：須賀川カローリング愛好会（須賀川市）

　準優勝：マウス３チーム（塙町）

　第三位：ダリちゃんチーム（塙町）

※毎週金曜日、カローリング教室を開催中です。興味のある

　方は、はなわスポーツクラブまで。 ☎５７－６５８９

特定非営利活動法人 はなわスポーツクラブ総会開催

塙キッズクラブ夏季水泳教室開催

はなスポ杯第 18 回カローリング大会結果

　６月１日（木）、塙町公民館で塙町青少年育成町民会議の

平成 29 年度総会が開催され、「はなわ探検隊」や「青少年の

主張大会」などの青少年育成事業が承認されました。また、

「大人への応援講座」として、根本雅昭氏を招き、「子どもを

取り巻くインターネット」についての講演を行いきました。

塙町⻘少年育成町⺠会議総会

根本氏による講演

　６月 21 日（水）、塙町営体育館柔道場で、
教育委員会主催の救命実技講習会が開催さ
れました。学童保育や預り保育の指導員、
支援員、プール監視員などの参加者は、Ａ
ＥＤの使用方法を中心に、救命実技講習を
受け、いざという時の対処法を学びました。

救命実技講習会

真剣に実技講習を受ける参加者

美味しいおいもができるといいな！ おいも畑の看板、みんなで作ったよ♪

広報 122017－7広報13 2017－7

7
　スポーツクラブでは、随時、会員

を募集しています。一緒にさわやか

な汗を流しませんか。詳しくは下記

までご連絡下さい。

はなわ
スポーツクラブ通信 月号

NPO 法人はなわスポーツクラブ
http://hanawa-fsc.jp
塙町大字塙字桜木町 80（塙町営体育館内）
☎ 0247―57―6589　FAX57―6587
mail:hanawa.fsc@gmail.com

はなわスポーツクラブ 検　索

携帯電話からでも
アクセスできますいますぐ検索！

ＨＰ内ブログにて、日々の活動の
様子をアップしています。

・大人から進んであいさつします。
・｢ ありがとう ｣ の輪を広げます。
・子どもの声に耳をかたむけます。
・悪いことはきちんと注意します。
・子どもの良いお手本になります。

※地域全体で子ども達を育てるという理念
　に基づく運動

「大人が変われば子どもも変わる運動」



おくやみ申し上げます

５月16日から６月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

薄井　榮治 さ 
ん 81歳 桜 木 町

鈴木　良光 さ 
ん 69歳 伊 香

鈴木　　賢 さ 
ん 91歳 伊 香

佐藤　幸子 さ 
ん 75歳 木 野 反

吉成　朗 さ 
ん 77歳 常世中野

鈴木　義夫 さ 
ん 81歳 伊 香

佐川チヨノ さ 
ん 77歳 東 河 内

栗山　太一 さ 
ん 90歳 宮 田 町

小松　スイ さ 
ん 95歳 田 代

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際に
　窓口に申し出てください。

く
ら
し
の

情
報
◆塙町役場の電話番号（代表）

ＴＥＬ　０２４７－４３－２１１１

ＦＡＸ　０２４７－４３－２１１６

◆町のホームページアドレス

http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

◆町のメールアドレス

soumu@town.hanawa.fukushima.jp

※ご意見・ご要望のある方はご利用ください。

【各課などの直通電話番号】

総　 務　 課　４３－２１１１

町　 民　 課　４３－２１１３

　　　　　　　４３－２１１４

健康福祉課　４３－２１１５

包括支援センター　４３－２２２４

　　　　　　　４３－２２２７

まち振興課　４３－２１１２

　　　　　　　４３－２１１８

まち整備課　４３－２１１７

生活環境課　４３－２１４８

会　 計　 室　４３－２１４９

塙 保 育 園　４３－０３７７

議会事務局　４３－２１５０

農業委員会　４３－２１１９

学校教育課　４３－４０５０

生涯学習課　４３－２６４４

公　 民　 館　４３－０３２０

図　 書　 館　４３－０８０８

給食センター　４３－０１８８

東白衛生組合　４３－０３７８

　

福
島
県
で
は
、
福
島
県
弁
護
士

会
、
福
島
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

と
連
携
し
、
無
料
の
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
請
求
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
な
ど
、

ど
な
た
で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま

す
。
相
談
時
間
は
30
分
で
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
　

時

　

平
成
29
年
７
月
21
日（
金
）

　

平
成
29
年
９
月
15
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

午
後
３
時
45
分

■
場
　

所

　

白
河
商
工
会
議
所

■
事
前
予
約
受
付
番
号

　

☎
０
２
４
（
５
２
１
）
８
２
１
６

【
一
般
曹
候
補
生
】

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
限

　

平
成
29
年
９
月
８
日
（
金
）
ま
で

■
試
験
日
・
会
場

　

平
成
29
年
９
月
16
日
（
土
）

　

日
本
大
学
工
学
部

【
自
衛
官
候
補
生
】

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
限

　

平
成
29
年
９
月
８
日
（
金
）
ま
で

■
試
験
日
・
会
場

（
男
子
）

　

平
成
29
年
９
月
16
日
（
土
）

　

日
本
大
学
工
学
部

（
女
子
）

　

平
成
29
年
９
月
23
日
（
土
）

　

陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地

【
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）】

■
受
験
資
格

（
海
上
）

　

高
卒
（
見
込
み
含
む
）
か
ら
　

　

23
歳
未
満
の
者

（
航
空
）

　

高
卒
（
見
込
み
含
む
）
か
ら

　

21
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
限

　

平
成
29
年
９
月
８
日
（
金
）
ま
で

■
試
験
日
・
会
場

　

平
成
29
年
９
月
18
日
（
月
）

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

■
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
８
（
２
４
）
０
３
７
２

■
受
験
資
格

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
平
成
29
年
３
月
末
日
現
在

で
、
民
間
企
業
等
職
務
経
験
を
５

年
以
上
有
す
る
者
（
学
歴
は
問
い

ま
せ
ん
）

■
受
付
期
間

　

平
成
29
年
７
月
12
日（
水
）か
ら

　

８
月
10
日（
木
）ま
で

■
試
験
日
・
会
場

　

平
成
29
年
９
月
17
日（
日
）

　

福
島
県
自
治
会
館
（
福
島
市
）

■
申
込
用
紙
の
交
付
・
問
い
合
わ
せ

　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備

　

組
合

　

☎
０
２
４
８（
２
２
）１
１
４
５

■
受
験
資
格

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
受
付
期
間

　

平
成
29
年
７
月
12
日（
水
）か
ら

８
月
10
日（
木
）ま
で

■
試
験
日
・
会
場

　

平
成
29
年
９
月
17
日（
日
）

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成

セ
ン
タ
ー
（
白
河
市
）

■
問
い
合
わ
せ

　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消
防

　

本
部

　

☎
０
２
４
８（
２
２
）２
１
６
８

　

Ｊ
Ａ
福
島
厚
生
連
白
河
厚
生
総

合
病
院
附
属
高
等
看
護
学
院
で
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
看
護
学
生
が
行
う

学
院
祭
も
同
日
開
催
し
ま
す
。

■
日
　

時

　

平
成
29
年
７
月
23
日（
日
）

【
学
校
説
明
会
】

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前
11
時

【
学
院
祭
】

　

午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時

■
場
　

所

　

白
河
厚
生
総
合
病
院
付
属

　

高
等
看
護
学
院

■
申
し
込
み
方
法

　

学
院
祭
は
申
し
込
み
不
要
で

す
。
学
校
説
明
会
へ
の
参
加
に
は

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
メ

ー
ル
や
電
話
で
の
お
申
し
込
み
も

可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

白
河
厚
生
総
合
病
院
付
属

　

高
等
看
護
学
院

　

☎
０
２
４
８（
２
３
）
４
０
８
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
４
８（
２
３
）４
１
３
６

　

棚
倉
町
活
性
化
協
会
で
は
、
地

域
で
暮
ら
す
外
国
人
が
不
自
由
な

く
日
常
生
活
を
送
る
た
め
、
日
本

語
学
習
の
手
助
け
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
語
教
室
の
参
加
者
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
】

■
日
　

程

　

平
成
29
年
７
月
29
日
（
土
）
、
８

月
５
日（
土
）
、
８
月
19
日（
土
）、

８
月
26
日
（
土
）、
９
月
２
日
（
土
）
、

９
月
９
日
（
土
）

※
初
回
の
み
午
前
10
時
30
分
か

ら
、
以
降
は
午
後
１
時
か
ら

【
日
本
語
教
室
】

■
日
　

程

　

平
成
29
年
７
月
29
日
（
土
）
、
８

月
５
日（
土
）
、
８
月
19
日（
土
）、

８
月
26
日
（
土
）、
９
月
２
日
（
土
）
、

９
月
９
日
（
土
）

※
午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
　

所

　

棚
倉
町
立
図
書
館

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

棚
倉
町
活
性
化
協
会

　

（
棚
倉
町
役
場
地
域
創
生
課
内
）

　

☎
０
２
４
７
（
３
３
）
２
１
１
２

　

ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
（
Ｂ
型
・
Ｃ

型
）
は
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染

し
て
、
肝
臓
の
細
胞
が
壊
れ
て
い

く
病
気
で
す
。
国
内
最
大
級
の
感

染
症
と
言
わ
れ
、
日
本
人
の
約

１
０
０
人
に
１
人
が
感
染
し
て
い

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
言

わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
自
覚

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
知
ら
な
い

間
に
症
状
が
進
行
し
、
気
付
い
た

時
に
は
肝
硬
変
や
肝
が
ん
な
ど
、

命
に
関
わ
る
病
気
に
な
っ
て
い
ま

す
。
肝
が
ん
の
原
因
の
約
80
％
が

肝
炎
で
す
。

　

肝
炎
は
、
早
期
に
発
見
し
、
治

療
す
れ
ば
重
い
病
気
に
な
る
の
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
だ
一

度
も
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方
は
、
早
め
に
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ご
家
族
や

周
り
の
方
に
も
検
査
の
受
診
を
勧

め
て
く
だ
さ
い
。（
福
島
県
で
は

指
定
医
療
機
関
で
の
治
療
費
助
成

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。詳
細
は
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

　

町
で
は
、
総
合
健
診
時
に
肝
炎

ウ
ィ
ル
ス
検
診
（
検
査
）
を
行
い

ま
す
。

■
期
　

間

　

平
成
29
年
９
月
11
日（
月
）か
ら

　

９
月
30
日（
土
）

■
場
　

所

　

各
地
区
公
民
館
、
集
会
所
な
ど

■
対
象
者

　

40
歳
以
上
で
、
こ
れ
ま
で
に
検

査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

■
自
己
負
担
金

　

５
０
０
円

　

（
節
目
検
診
の
方
は
無
料
）

■
申
し
込
み
方
法

　

総
合
健
診
実
施
期
間
中
に
電

話
、
ま
た
は
会
場
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
　

健
康
推
進
係

　

☎（
４
３
）２
１
１
５

■
そ
の
他

　

平
成
６
年
ご
ろ
ま
で
に
、
出
産

や
手
術
な
ど
で
大
量
出
血
し
、
輸

血
を
受
け
、
特
定
の
血
液
製
剤
の

投
与
に
よ
り
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
さ

れ
た
方
が
い
ま
す
。
そ
の
方
は
、

血
液
製
剤
に
よ
る
感
染
の
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
平

成
30
年
１
月
15
日
ま
で
に
、
裁
判

提
起
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

厚
生
労
働
省
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製

剤
等
に
関
す
る
相
談
窓
口
（
☎

０
１
２
０
―

５
０
９
―

０
０
２
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相　談
原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る

巡
回
法
律
相
談

県
南
地
方
振
興
局

自
衛
官
採
用
候
補
者

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
広
域
圏
採
用
候
補
者

（
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
）

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

７
月
28
日
は

日
本
肝
炎
デ
ー
で
す

健
康
福
祉
課

日
本
語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
よ
び
参
加
者
募
集

棚
倉
町
活
性
化
協
会

おしらせ

試　験

白
河
広
域
圏
消
防
吏
員

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
消
防
本
部

募　集
白
河
厚
生
総
合
病
院
付
属
高
等

看
護
学
院
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

白
河
厚
生
総
合
病
院
付
属
高
等
看
護
学
院
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（町内 35 カ所）
片貝分館

６/８ 0.08

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

６/８ 0.08 ６/８ 0.07 ６/８ 0.08

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

６/８ 0.07 ６/８ 0.09 ６/８ 0.09

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

６/８ 0.08 ６/８ 0.07 ６/８ 0.08

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

６/８ 0.08 ６/８ 0.09 ６/８ 0.09

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

６/８ 0.09 ６/８ 0.09 ６/８ 0.10

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

６/８ 0.08 ６/８ 0.09 ６/８ 0.10

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

６/８ 0.09 ６/８ 0.08 ６/８ 0.12

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

６/８ 0.09 ６/８ 0.07 ６/８ 0.11

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

６/８ 0.09 ６/８ 0.10 ６/８ 0.10

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

６/８ 0.09 ６/８ 0.09 ６/８ 0.09

真名畑分館 木野反分館 単位：
マイクロシーベルト 
　　　　 / 時間

地上１㍍で測定

６/８ 0.08 ６/８ 0.08

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

６/８ 0.07 ６/８ 0.08

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　　　　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。　　　　　　

町が独自に調査した

放射線測定値を報告します



Town Topics

まちの話題
あなたの地区の話題を提供してください。取材に
伺います。
※広報はなわに掲載された写真を希望される方は、
　総務課☎ 43―2111までご連絡ください。

ルールを守り 火遊びはしません
―笹原幼稚園幼年消防クラブ入団式―

献血７０回 その功労に感謝
―矢吹夏美さん（台宿）に銀色有功章が伝達―

花火のシーズン到来。ルールを守って正しく遊びましょう

宮田秀利町長から銀色有功章を伝達される矢吹兼治さん（右）

　６月２２日（木）　笹原幼稚園の幼年消防クラブ
入団式が、同園ゆうぎ室で行われました。入団式
では、今年入団した３人の園児に、尾梶輝男棚倉
消防署塙分署長から防火ワッペンが交付され、園
児たちは嬉しそうな表情をしていました。また、
町からは防火ポスター用の画用紙が贈られ、園児
全員で「火遊びはしません　花火をするときはお
父さんお母さんと一緒にします　マッチやライ
ターで遊びません」と、大きな声で誓いの言葉を
述べました。

　６月５日（月）　献血功労者に対する有功章の
伝達式が、役場応接室で行われ、献血回数７０回
の矢吹夏美さん（台宿）への銀色有功章が、代理
出席した矢吹兼治さん（父）に伝達されました。
伝達式では、日本赤十字社からの賞状と記念品を、
宮田秀利町長が手渡し「健康でなければできない
ことで、尊敬の一言に尽きます。今後も健康に留
意され、継続していただきたい」と受賞を称えま
した。

　６月１日（木）　町と塙・笹原・高城・石川郵
便局が、「災害発生時の対応と平常時における児
童・生徒及び高齢者等見守り活動の相互協定及び
道路損傷等発見時の対応に関する協定」を取り交
わしました。この協定は、郵便局が町内で、日常
的に業務を行う範囲内で協力を得ながら、災害発
生時の相互協力や児童、生徒、高齢者の見守り活
動、町道や生活道の損傷、不法投棄発見時など、
必要に応じて町に連絡することで、安心・安全な
町づくりにご協力いただくものとなっています。

災害対応や見守りで相互協力
―町と４郵便局が協定締結―

上手に歯磨きできたよ
―塙保育園で虫歯予防教室―

　６月１３日（火）　塙保育園での虫歯予防教室が、
同園ゆうぎ室で行われました。虫歯予防教室では、
ボランティアサークル「劇団そよ風」によるペー
プサート（紙人形劇）で、虫歯の怖さを学ぶこと
ができました。また、歯科衛生士の川又セツ子さ
んが、歯ブラシの持ち方や、上手な歯の磨き方な
ど、虫歯菌をやっつける方法を教えました。園児
たちは、川又さんの話をよく聞きながら、上手な
歯の磨き方を学ぶことができました。

家でもしっかり歯磨きしましょうね

町と地域が力を合わせ、住み良い町づくりに努めます

倉橋一男会長から功労者表彰を受け取る堀一夫さん（左）

自宅でできる介護予防運動を学びました

６月５日（月）　平成２９年度塙町統計調査員協
議会総会が、塙町防災センターで開催されました。
総会の席上で、これまで長年にわたり統計調査に
ご尽力いただいた、堀一夫さん（片貝）と鈴木隆
正さん（西河内）に功労者表彰が贈られました。
堀さんは、農林業センサスを８回、事業所統計
調査を２回、平成２７年国勢調査の指導員などを、
鈴木さんは農林業センサスを４回務め、統計調査
の伸展にご貢献いただきました。

　６月１３日（火）　平成２９年度「第１回楽らく
元気アップ教室（介護予防教室）」が、塙農村勤
労福祉会館で行われ、教室に応募した１８人が参
加しました。日本健康財団の小熊理恵さん（健康
運動指導士）にご指導いただき、体力チェックや
介護予防運動を行いました。第１回楽らく元気
アップ教室は、８月まで計６回実施します。今年
度は、第２回（１０月から１２月）を予定していま
すので、皆さん、ぜひお申し込みください。

統計調査への尽力に感謝
―平成２９年度塙町統計調査員協議会総会開催―

いつまでも元気に過ごすために
―毎年好評「楽らく元気アップ教室」が開講―
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　新茶の季節だ。「色は静岡、香りは

宇治よ、味は狭山でとどめさす」と言

われている狭山茶の主産地、入間市に

住んで 38 年。新茶まつりで旧知の入

間市長と出会い、この記事のため一味

深めた談義を交わすことができた。

　圏央道が開通して、インター近くの

工業団地の地価上昇率が全国一となっ

て驚いている。この地には、糸柱、茶

柱と言って、幕末の横浜港開港以来、

生糸と茶の輸出で外貨を獲得し、近代

化を支え、進めてきた歴史が残ってい

る。養蚕・製糸業では「石川組製糸」

という会社が、福島県原町から九州地

方まで工場を持ち、全国でも有数の企

業として発展。今も国道 16 号脇に、当

時外国人を迎える迎賓館として使って

いた「レンガ張りの西洋館」が残って

いる。数年後に実現するかどうか、関

連した題材でＮＨＫの朝ドラにしよう

との働きかけが活発になってきている。

　また、狭山茶は、古くから農家が「自

園・自製・自販」を一貫して行い“日

本農業遺産”を目指している。余談だ

が「朝茶はその日の難逃れ」のことわ

ざがあり、上町の両親が 90 歳半ばま

で元気で過ごせたのは、毎朝の狭山茶

のおかげかと、つくづく思っている。

織物について、もう一つ。唐桟織とい

う江戸時代から続き、綿でありながら

絹のような光沢と手触りがある「野田

双子織」という織物がある。江戸の商

人、町民が着用していた絣の着物で、

この織物の伝承グループがあり、連れ

合いが代表を務めている。昔は、織った

生地を川越の呉服商に卸し、「川越唐桟」

として江戸へ運ばれて行ったそうだ。

　楽しい話題にも事欠かない。入間に

は、大人気の「わんぱく相撲大会」が

あり、市内から 1,000 人もの小中学生

が参加し、全国中学横綱を出し、幕内

で頑張っている北勝富士もわんぱく相

撲出身力士だ。

　身近な話題になると、我が家の近く

に「カタクリの自生地」があり、毎年

テレビで紹介されるので、大勢の人た

ちが訪れ、私もにわか学芸員になった

つもりで花の説明をしている。また、

自宅前の空き地に、近所の人たち（片

貝長久木出身の園部さんも一緒だ）と

花壇を作り、四季折々の花を楽しみ、

廃材や流木でベンチを作り、花の手入

れは早々にご苦労さん会が始まり、愉

快に過ごしている。塙からもらってき

た紅白の蕎麦の花を咲かせ、塙の道の

駅でも馴染みの二八蕎麦を打ち、みん

なに食べてもらっている。地元のケー

ブルテレビの取材を受け、蕎麦の説明

とともに、塙の宣伝をしていると、み

んなが「塙はそんな良いところか、行

ってみたいな」と話している。

　そうか、町を離れてもう 53 年が経

ったか・・・。

都心から４０分
歴史と自然の織り合う街
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私
は
、
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
の
６
年
間
、
剣
道
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
正
直
、
剣
道
は
あ
ま
り
好
き

で
は
な
く
、
結
果
を
残
す
こ
と
な
く
辞

め
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
弟
と
妹
は
、

私
以
上
に
剣
道
に
ハ
マ
り
ま
し
た
。
弟

は
幼
稚
園
の
頃
、
妹
は
私
と
同
じ
小
学

３
年
生
の
頃
に
剣
道
を
始
め
た
の
で
す

が
、
そ
の
き
っ
か
け
が
、
私
の
練
習
を

見
学
し
た
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
に
は
、

い
ま
だ
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　

２
人
は
、
高
校
生
に
な
っ
た
今
で
も

剣
道
を
続
け
て
お
り
、
弟
は
地
元
の
工

業
高
校
に
進
学
し
、
少
な
い
人
数
な
が

ら
も
、
県
大
会
出
場
な
ど
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
妹
は
、
白
河
市
内
の
高
校
に
進

学
し
、１
年
生
の
時
か
ら
部
長
を
務
め
、

２
年
生
、
そ
し
て
今
年
と
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
っ

か
り
と
自
分
の
力
を
付
け
、
邁
進
し
て

い
ま
す
。
私
は
、
途
中
で
辞
め
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
今
で
も
技
術
だ
け
で
な

く
、
精
神
面
も
鍛
え
な
が
ら
剣
道
を
続

け
て
い
る
弟
と
妹
を
誇
り
に
思
う
と
同

時
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い

と
、
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
父
と
一
緒
に
家
業
の
設
備
業
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
小
さ
い
頃
か

ら
父
に
連
れ
ら
れ
一
緒
に
仕
事
に
行
く

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
多

分
遊
び
感
覚
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
、

自
分
が
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
が

不
思
議
で
す
が
、
改
め
て
、
父
の
職
人

と
し
て
の
姿
に
「
本
当
に
す
ご
い
な
」

と
、
思
う
毎
日
で
す
。
い
つ
も
「
自

分
は
、
誰
に
も
負
け
な
い
く
ら
い
の
自

信
と
誇
り
は
あ
る
」と
言
い
切
る
父
に
、

自
分
は
「
ま
だ
ま
だ
だ
」
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
一
日
一
日
が
勉
強
で

す
。
少
し
で
も
父
に
近
づ
け
る
よ
う
、

ま
た
、
日
々
頑
張
っ
て
い
る
弟
妹
に
恥

じ
な
い
よ
う
に
努
力
を
続
け
、
地
元
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
次
回
は
益
子
健
一
さ
ん（
那
倉
）で
す
】

　このコーナーでは、東京塙会の
皆さんの住む街のことや近況につ
いて紹介しています。

私の住む街Ｎｏｗ

「
つ
な
が
り
」

井
いさか

坂 章
あきら

さん（代官町）

職　　　業：水道設備業
趣　　　味：釣り
好きな言葉：初志貫徹

お待ちかね！　　　
　あなたの出番です。

随
想
リ
レ
ー-Vol. 332-

吉
田 

秀
明
さ
ん

埼
玉
県
入
間
市
在
住
（
上
町
出
身
） -Vol.29-

【次回は、東京都日野市在住の大野友

和さんです。】

出生児名 父 ・ 母 月/日 住　所

小室　岳
た け と

大く
　ん 竜 二 ・ 美 恵 4 ／３ 宮 田 町

ガルシア

美
み お

桜アリア
ち
や

　ん セサル ・ 里 美 4 ／ 16 栄 町

小峰莉
り お な

桜奈
ち
や

　ん 達 也 ・さやか 5 ／ 17 那 倉

笹田　乙
お と は

羽
ち
や

　ん 翔 一 ・ 成 美 5 ／ 18 植 田

坂本莉
り え る

笑琉
ち
や

　ん 純 哉 ・ 莉々香 6 ／ 4 柳 町

兒玉　二
ふ た ば

葉
ち
や

　ん 智 昌 睦 6 ／ 5 上 渋 井

こんにちは赤ちゃん
５月１6日から６月１５日までの届け出

Isaka Akira



 塙町が決めた健康づくりメニューに参加し
て、基準ポイントを達成すると健⺠カードを
ゲット。塙町在住の１８歳以上なら誰でも参加
可能で、協⼒店で使える特典やプレゼントキャ
ンペーンに応募することができます。詳しくは、
下記までお問い合わせください。
■問い合わせ
 健康福祉課 健康推進係 ☎４３－２１１５

ふくしま健⺠カードで
   特典をゲットしよう

広報 202017－7

　固 定 資 産 税　　２期
　国民健康保険税　　１期
　介 護 保 険 料　　１期
　納　　期　　限　　７月 31 日（月）
　◆口座振替日は７月2５日（火）です。

7月9日（日）
あらまちクリニック
☎３３― ８０１８ 7月30日（日）

大 木 医 院
☎３３―２４２４

7月16日（日）
つちやクリニック
☎４３―２２５０ 8月6日（日）

深 谷 クリニック
☎３３―３２２３

７月17日（月）
金 澤 医 院
☎４６― ２３１２ 8月11日（金）

車 田 病 院
☎４３―１０１９

７月23日（日）
和 田 医 院
☎３３― ２０１２ 8月13日（日）

おおひら整形外科クリニック
☎３３―９４６８

▼
今
月
号
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
開
催
さ
れ
た
「
木
育
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
来
場
し
、
木
の

温
か
さ
や
感
触
に
触
れ
て
い
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
曽
我
部
さ
ん
も

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

木
の
お
も
ち
ゃ
は
遊
び
方
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
、
子

ど
も
た
ち
の
創
造
性
を
刺
激
す

る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
木

の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
た
ち
の
表
情
は
、
と
て
も

い
き
い
き
し
て
い
て
輝
い
て
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

（
松
）

　※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳
　　の人口、世帯数を掲載しています。

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/
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　男性 4,503人（－15）　世帯数 3,326世帯（＋ 3）
　女性 4,607人（－ 9）　　　（　）内は前月比

のびのびのびのび
すくすくすくすく

矢吹有
ゆ り な

梨奈ちゃん
（山形）

近藤華
か ほ

帆ちゃん
（上石井）

諏合愛
あ ゆ む

勇武くん
（上渋井）

割貝心
こ は る

春ちゃん
（板庭）

寺嶋優
ゆ め

芽ちゃん
（台宿）

品川緋
ひ な

乃ちゃん
（真名畑）

阿久津わかなちゃん
（湯岐）

緑川隼
じゅんぺい

平くん
（台宿）

豊田　翼
つばさ

くん
（上渋井）

増子英
え い た

大くん
（台宿）

星　湊
そ う や

優くん
（大町）

渡部颯
そ う た

太くん
（台宿）

生田目佑
ゆ う き

紀くん
（板庭）

菊池仁
に な

菜ちゃん
（植田）

　６月６日（火）に行われた３歳児健診（受診者
17 人）で、むし歯が１本もなかった子どもたち 14
人を紹介します。これからも、むし歯ゼロに向けて、
歯みがきをきちんとしましょうね。

塙町は、むし歯ゼロを目指しています。

●休日の当番医 ●今月の納税等

●町の人口　９，１10人（６月１日現在）
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